
松代に於て記象される地震そ記象きれない地震

関 彰*

1 )当所の地震計室は長野県堆科郡西条村「ノロシ ~LIJの山麓に作られた地下坑遣を利用しτ直接

岩盤上に設けちれている。 との岩盤は固化した頁岩層に石英閃緑玲岩が押し出した堅固訟ものであ

る。

地震計に地震を感守るか感じ友いかは土地が;均質であれば，去の地震の犬きさ及び震源と観測所と

の距離等に依つで決まるもので，距離が犬きく怠ればそれに従って感守べき地震の大きさも大きく主主

る筈であるo こ〉でほ当所に於いて観測された地震と観測されなかった地震をいろいろの地域につい

て分類し，地震計に感守る限界について調べて毘?と。 調査にあたてコてはウイーヘノレト式地震計を使

用L期間は昭和24年 9月よ b昭和126年10月までであるO

2)調査資料については地震課より発行される地震通信及び地震速報上に掲載されている震源の

決まった小区域以上のものを用い，先づ初めに当観測所で地震計に感じた地震と感じ友かった地震と

を，縦軸にその地震の最大有感半径 (r)を取3り横軸に震央距離(ム)を取って各地震をプロット

し，その関係を見る事.にした。最初本邦全般を一括して震源の深さiH.ll'CH =0"'35粁，H=40--65-粁

H=70粁以王と 3)唆階に分けて見たが，イ中々うまくその関係を確かめる事が出来たかった。

そとで本邦を (1)関東一円(関東地方，鹿島灘，小名浜沖，福島県東方沖，房総南部，相模湾)，

(2)八丈島附近及び鳥島方面，(3)東北以北全部(金華山沖，三陸沖，北海道全区，オホーツク海，

千島列島、)， (4)関西方面(浜松から西，九州，四国，

硫球列島) (5) 日本海方面(日本海全部，日本海沿

岸)と 5地区に分け地方別に調べて見た。と〉では八，
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丈島附近及び日本海方面は資料不足のため除いて(1) 400 

関東一円 (3)東北以北 (4)関西方面と割合地震回

数の多い地方の一みについて調べた。

先づ(1)関東一円について H=0'-""'65粁の地震を前

記の様に縦軸に最大有感半径 (r) を取り横軸に震央

距離(ム)，を取り記象された地震とされたい地震をプ

ロットしで昆ると大体第 1図の如く在る。とれに依る

ととの地方陀於ては感じた地震と感じ左かった地震と

*地震観測所
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4)関西方面に対する結果を示す

と第 3図の如く主主り，図のようた境

-界殺によって大体区別される。との図でわかるように大体ムが1000粁位までの聞はムに関係左く最大

有感半径が約 150粁以上のものは

殆んど記象されている。との地方k
m 

ついても東北以北の場合と同じよう

-主ι~ 唱

。~轟雪

{，do 

に関東と一寸違うのは「ムがある距

離まではムが増Lても余Dr(tCは関
$00 

係が無い様である」という事であ制

る。との地方では1050粁位から fに
畑

関係すると思はれる。即ちムが増す

とf も増す傾向にある。

。
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以上で各地方ilfJに依る記象せられ o 

る地震とされ危い地震との概略が分

。たと思われる。

次ぎに震源の深さ70粁以上について同じ方法で調べて見た。それが第 4図である (ζの図には地方

的の区別jは友く全域にわたってと.つである)。とれはム=100粁""，200粁附近では余りはっきりしてい左
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Fig. 3. Re.1ation betweenr and L1 in Kansai District 

いが，との附近が丁度記象されるとされぬとの境と思われるO 震源が深いものについては前の場合と
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松代に於て記象される地震と記象きれない地震との比較一一関

異りムが600粁まではムが増すと同時に f も増加している』ムが600粁を過ぎると fが大体350粁以

上のものであれば、ムに関係なく感
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Fig. 4. Relation-betweenr' and L1 at the Depth二三70km

の様になるO どれは前の最大有感半径の場合のような傾向はみら

れ守ムが増すにつれRも増している。二，三の例外はあるが大体

図の様左線で区分される。

第 7図は関.西方面に就いてのものであ b，との場合にもやはり

第 2節に於ける傾向と異 D犬体ムと共にRも増加して居るが，資

料不足でたしか友事は云えない。また H=70粁以上の全域 K対

するものは第 8図の如くたるが，、とれも前と同じく余り資料が少

く確かめる事は出来なかった。

ι)以上第 2及び第 3節に於いて各地方自[jに最大有感半径及び

ウイーへlレト最大観測半径を使って当所に於いての観測の限界に

じているが，はっきり確定する事

は出来ない。

3)次にやは D地震通信及び、地

震速報より昭和初年 1月より10月

までの資料を使ってぢ7イーヘノレト

式地震計に依b各地で観測された

rw式地震計最大観測半径CR)J

を用いて前と同じ方法で 3地方別

に調べて見た。関東地方について

は余りよく分離され危いが第 5図

の如くなるO

東北方面に就いて見ると第 6図
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ついて調べたのであるが，最大有感半径の場合と最大観測半径の L1in Kanto District 

Fig. 5 Relation between γaild 

場合とでは一見遣った結果を示しているように見える。一方は人体による観測結果で他方は機械によ

る観測結果であ0.， との 2者の間に比例|的関係が存在ーしていたいというととも考えられる。とれ等の

2つの最大半径の関係を見ると第 9図の如き(との図の中には H=0"""'65粁までの各地方のものを含

む)分布をしているO

最犬観測半径の対数(log---:;-ιをとってあるほ縦軸に，最犬有料容
r

を横手由にとって各
100 
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点をプロットすると第10図のようにた D最小自

乗法に依って決めると，

g一塁ー=1.25x一仁一+0.54
100 : 1000 

となる(図中の直線はとの直線を示す)。

従って第2節の結果と第 3節の結果の差異は

(例えば第 2図と第 6図)縦軸にとった最大有@ 
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. 感半径とウイーへノレト最犬観測半径との相違による

もので本質的には同様な傾向のものと見倣すどとが

出来るO

3・，

/ 

5-) この度の調査ではたY結果を羅列するに止め

たが以上の結果を綜合すると，

(1) 松代に於いて記象される地震と記象され友い

，地震との限界は地震の起る地方に依って異.tJ，関西

方面に起ったものが最もよく広範囲に感じ東北地方

のものが之に次ぎ，関東方面に起きたものは最も感

じ難いという結果になる。

との様に地方に依0 て感じ方の異るのは地盤の関

係が或は地質的に差異があるのか将来詳細な調査を
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込

松代に於て記象される地震と記象きれない地震との比較一一関

R 
必要とするTあろう。

地震の規模の基準として人体観測に依る最犬(2) 

， '、@ 

I~，ω 有感、半径と機械観測に依るウィーへJレト最大観測半

凶ω

1300 

/200 

径とを使用したところ一見別々た結果を示した。然

しとれは 2種類の観測が第 9図或は第10図に示すよ

う友関係に在っているためであって)若し機械観測

の結果を地震の規模の基準にとればどの地方に於い
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800 の型ても地方的差はあるがいづ、れもム=aR+R。

1 の直線によって記象する地震と記象し危い地震とを
'100 

μ。
1;00 区別されるc
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400 ウイ深さが70粁以上の深い地震については，(3) 
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ーへ〉レトー最大観測半径の場合には浅い地震の場合と

同じ傾向を示しているが，最大有感半径の場合には
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験 震 時 報

日時分 | 震央地名 |東径|北緯|深さ|有感半径!震央距離|記象有無

140.9 
〆

9 15 19 

鹿日 丈島高島 県島島4川吾 上 灘流

36.2 40 140 230 無
11 14 40 135.5 33.9 、55 200 400 
12 06 44 

福八福 東東東方方方沖沖

141. 9 37.5 。 240 300 
13 20・38 141. 3 33.8 。 170 400 生珪

16 16 -44 ，141. 6 37.1 40 170 300 // 

1623520 0 

小宮相八尻 丈屋古H名l島崎 北北東北 浜南々東西東東 沖沖沖沖沖 ♂ 、

142.2 39.9 40 230 500 // 

19 05 141. 1 37.0 。 210 // 

、20 11 26 137.9 38.2 40 290 180 
20 22 32 140.5 60 320 
23 00 38 142.1 41.3 。

ト 600 600 

10月

21 0131 35 | 茨三 城城宅怒 県県島川予東小 方貝貝涜 沖川灘川域

140. 1 36.1 45 70 180 無
139. 7 34.1 150 250 300 

2 21 詳茨鬼 小中 140.0 36.3 50 200 180 
2202 301 139.9 36.3 60 170 130 
5 02 53 伊 132. 1 33.6 70 120 650 無

6 06 56 

茨銅久愛i城知路慈 県県川南小矢西下作貝 川沖川洗

140.0 36.2 。 170 180 
11 18 05 144.0 42;6 100 400 820 無
17 08' 47 137.2 

3356J.6 0 40 31530 0 190 // 

25 22 08 140.6 95 200 

11月

6 13 00 

宮金三潮吉鹿 華崎野岬 県山陸南川島東東中々方方 沖沖沖東灘流 ， 

132.0 40 120 760 無
13 09 48 142.2 38.3 80 290 400 // 

14 22 31 144.3 38.8 
3820 0 

470 620 グ

1802 730 137.3 3324 .0 520 500 
24 21 57、 134.3 。 。 140 450 

r 無// 
30 01 56 141. 0 36.0 。 120 250 

12月

4 18 13 
愛岩日 手知 川県高久矢 作慈 Jj川部Ili i 

137.0 34.9 10 41520 0 210 無
5 ，'23 53 142.0 40.4 85 530 
15 20 40 135;2 33.9 10 115 400 無
16 09 11 茨城県南西 139.9 36..1 80 170 180 

25 19 26 
栃栃茨 城木木 県県県南小今西 部市山

139.8 36.3 50 130 130 
2606 43 139.9 36;'2 

〈5100 
260 180 

26 08 17 139. 7 36.7 330 130 
08 25 // // // // 550 // 

10 51 グ // // // 170 // 

19 15 // // // // 130 // 

→ 2711546 3 
栃佐 ，渡木 島県北今西市沖

138.0 38.5 60 180 220 . 
27 17 39. 7 36.7 く10 240 130 

1918 // // グ // 120 // 

28 01' 41 グ // // // 170 グ

28 08 33 // // // // 110 // 

30 17 57 
本銚目

子 F付
湾近 1491.. 0 35.8 40 220 260 

31 16 16 模 139.4 35.2 120 190 200 

昭和 25年 l月

2 05 46 
2 17 18 

震央地名|東径|北

志 厚 半 島 ， 1 136.8 1 
八戸 東 方 沖 142.71

緯[深 さ!有感半径[震央距離l

iiflzliお|認|

記象有無

無
// 

日時分
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松代に於て記象される地震と記象されわ、地震との比較一一関

日時分| 震央地名 |東 径|北 緯|深さ[予感半径|震央距離|記象有無

3 06 06 
浦根小 名河室 浜南南東東西方 沖沖沖

142.5 41. 9 70 170 680 無
4 18 45 147.0 41. 5 80 250 910 // 

6 06 56 . 141. 2 37.0 
、

O 220 290 

10 16 16 

浦福尻霞小 屋河島ヶ名 県浦崎南 浜東東附西 方方近沖沖

140.5 35~ 9 60 160 200 
10 18 14 141. 2 37.1 40 140 260 
13 02 10 142.6 42.1 20 290 700 
13 09 35 141. 2 37.6 80 270 63020 0 
15 18 06 142.0 41. 5 '80 140 無

240106 54 ピ ワ
湖沖

136.2 35.6 10 220 250 
28 06 01 一一 陸 ー143.2 39.8 。 ? 540・ 無

2 月

4 03・27

襟今浜 今 市裳名附 近湖海沖岬

143.2 41. 7 30 280 700 
19 02 38 139. 7 36. 7 。 120 130 
22005 334 137.5 34.8 。 160 200 
22 05 27 オホ- 'y 146.5 46.5 250 750 1300 無
25 18 27 奄美大島北グ西 128.0 29.0 。 190 1250 // 

28 19 21 
得択オ ホ撫 ー南ツ東グ 海沖東部島

143.8 、 46.0 320 1450 1100 
¥7 19 38 152 44 .200 
23 13 49 152 43 150 
23 17 32 オホーツ捉グ、南海南 148 .49 400 
24 01 47 潮岬 137.8 33.0 250 

3 月

4 11 10 

筑東宮鹿小 古波京名 北湾山山島 東附南南 沖灘東近部

142.8 40.0 O 200 640 
4 12 28 140.2 36. 1 75 160 170 
5 15 38 140. 7 36.4 、 45 130 200 
7 2009 139.8 35.4 60 140 180 
9 02 40 141. 7 37.0 40 140 300 伍

9 17 24 

潮恵酒徳房

自甲 南
東近山甲

136.3 33.2 40 150 400 
10 03 28 山 141. 0 42. 1 110 280 650 無
11 01 41 田島 附 140. 1 38.9 120 190 310 // 

16 02 40 
県島

134.6 33.6 。 220 480 
21 22 28 総 半 140.2 35.3 40 150 230 

ー

22 21 08 田
辺島 j湾難

135.2 33.8 。 190 420 無
26 16 27 鹿 141. 2 36.3 40 220 270 // 

28 21 33 // 140.8 36.5 50 370 270 
30 21 08 グ 141. 2 36.3 60 130 270 

4 月

3 06 09 
岩直鹿手江県釜津島石ー北附方灘近

141. 9 39.2 。 150 440 無
5 18 28 138.2 37.5 O 11870 0 350 
7 05 18 141. 7 36.5 40 300 無
14 14 10 // 141. 0 36.1 60 190 250 
17 01 09 弱t 子 附 近 140.9 35.8 40 220 250 

20 18 51 

得千 葉 県県撫野予浜手 賀 灘近沖島沼川

151. 0 43.5 150 550 
25 23 49 140. 1 35.9 70 130 180 無
26 16 05 

熊小福 島名 東附方

135.8 33.8 40 460 400 
2266 2124 141. 3 37.1 。 130 300 無

22 25 141. 6 37.4 O 170 320 // 

28 05 15 伊 131. 9 33.8 20 140 660 // 
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験 震 時 報

5 月

日時分 震央地名 |東 径|北 緯 1深さ!有昨年央距離|記象有無

無11 19 06 

筑金金 華波華尾本山山山 附南 東近

140.1 36.2 50 130 180. 
12 09. 20 142.0 37.9 50 190 360 
15 04 17 142.3 38.5 40 240 420 
17 20 48 尻日 崎東海東北〈深東方〉 130.3 39.4 600 1080 
17 22 23 142.3 41. 5 75 210 640 盤

17 02 46 

福御八種 丈前島子島県崎南島 東々附附西(深方近近〉 i 

142.5 37.6 。 260 400 
23 23 46 138.1 34.5 20 ‘ 140 250 
29 01 13 139.0 31. 8 220 430 600 
3122 13 132.4 、30.5 。 210 960 

6 -月

1 18 38 

埼富八北茨 玉崎海城戸県道南東県川神方越方東威5附Ok方近沖岳m 

35.9 100 110 140 無
14 21 39 139.8 34.5 。 190 280 
16 01 34 142.8 40. 7 。 150 600 無
17 18 38 143.0 42. 7 。 190 780 グ

18 07 36 141. 4 36.4 40 270 300 

19 07 58 

金小与 華名 浜山津都川 東東 方方i府岬E 

141. 2 38.5 。 160 400 無

2002506 4 141. 4 37. 1 40 110 300 // 

22 22 133.2 33.2 。 140 580 // 

23 11. 11 久尽 慈 附 140.8 36.6 40 170 250 
25 23 45 35.5 35~-3 。 145 280 無

26. 23 28 
金福北 島華県海東山方沖沖道

141. 9 28.0 40 180 360 
27 13 32 141. 2 37.6 90 320 320 
28 00 41 138. 7 .42.7 。 290 650 
28 05 54 // 139.3 43.0 。 140 750 無

7 月

3 02 04 

茨浦釧福オ 島ホ城河路県ー県東ヅ附附附方グ、 沖海近近近

140.2 35.9 。 140 170 鉦E

04 18 142. 1 42. 1 。 180 680 // 

5 17 06 1'44.5 42.4 60 730 800 .グ

12 20 44 141. 3 3457..6 3 
。 220 280 

13 06 27 144.4 200 600 1050 

17 09 .00 印揖 沼島 附 灘近
140.2 35.'8 70 140 200 

29 18 50 鹿 141: 3 36.4 20 120 280 鉦E

8 月

1 11 04 釧路 南東沖 145.3 42.2 40rv60 190 無
1 18 11 グ 144.9 42.1 60 170 830 
1 19 43 グ 144. 7 42.1 60 160 830 

400045 0 宮熊 古谷北附東 沖近
142.5 3396..9 3 O 220 500 

//  
11 23 139; 4 110 140 120 宝正

15 19 47 

小富岐島島 名 附浜 沖近

141. 1 36. 7 40 1.40 250 // 

18 08 56 139.9 34.1 80 280 330 // 

19 14 34 
阜崎県根根益田県県川

137.2 35.9 20 140 110 // 

22 11.04 132. 7 35.2 30 140 500 
22 11 15 132.7 35.2 30 140 500 

22 19 20 
千筑 葉波 県山 1佐附 倉近

140.2 35. 7 40 290 200 無
24 21 12 140.1 36.1 40 190 180 dア
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松代に於て記象される地震と記象されない地震との比較一一関
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名地央分時日

月

水北八 海戸名室戸道北浜 夕附東張 沖方東近川

140.5 36.4 50 105 盤

142:1 42.9 。 260 // 

142.2 40.9 40 .120 // 

』根小 南東ー 142. 37. 。 180 330 // 

147. 1 42.5 60 170 1100 // 

仙鹿釧印 搭路含沼島附南附 方近灘近

144.6 42.4 40 130 850 // 

141. 4 37.8 。 295 300 
140.2 35.8 40 130 200 盤

141. 0 36.7) 40 140 250 // 

10 

5 19.21 
20 05 24 
20 05 38 
23 22 22 
25 07 18 

26 00 28 
26 20 46 
30 10 53 
31 17 54 

¥-

440 
300 
360 1-
760 
180 

無
H
H
H
H

月

伊水道
名浜北東沖
華山東方
裳岬
城県

380 
150 
160 
330 
180 I・

33.5 
3才.1 
38.3 
41. 5 
36.3 

11 

_ 134.9 
141. 2 
141. 7 
144. 7 
140.0 

紀
小
金
襟
茨

37 
06 
33 
27 
51、

2
8
2
4
q
J
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180 
200 
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36.8 
35.2 
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-
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n
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qJQJ 

-
E
E
・4噌
E
e
A

県

湾
木
模

栃
本目

53 
19 

03 
18 

19 
28 

月

22 03 41 

浦小屋 久名河浜島南附附 方近近

41. 2 50 660 
23 17 53 141. 0 37.2 30"，，40 290 250 
6 00 43 131. 29. 。 130 1050 鉦
6 04 13 // 132. 30.5 。 120 850 グ

6 06 41 ，グ 131. 29. 。 130 1050 // 

24 1410 日 向 灘・ 132. 20 160 800 
-ー

18 16 // 132 31 。 180 790 

. 12 

昭和.26年 1月

さl有感宇径1;益乾j震央距離l記象有無

9 03 32 

浦岩千千房薬手葉総県河養県県牛老東遁南川金中方附洗境沖近

140.1 35.4 40 350 1120 200 
24 15 07 143.0 41. 2 40 400 850 650 盤
31 17 56 140.3 35.5 50 290 750 210 
5 -18 44 

島か中東方部
143.0 40.2 80 160 470 550 無

10 . 02 18 140.2 35.4 40 130 360 200 // 

10 11 15 // 140.3 35.4 45 150 320 200 // 

10 23 07 
岩福茨襟 裳 岬手北東県沖沖沖

144.0 42.1 80 130 880 780 // 

17 08 21 141. 8 39.2 60 150 510 420 // 

26 19 37 
域島 県県東高方萩

140.1 37.2 O 
11870 0 

420 180 
28 19 00 141. 2 36.6 40 420 250 無
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報時震験

月

震 さ|有感宇径lZ護軍喜|震央距離|記象有無

2 

3 06， 03 

塩鳥納埼祖 屋玉島泉崎沙県北岳東鴻々北布・附東ノ東 沖沖近岬巣

141. 5 37.1 40"，50 380 1070 2501 
J 

7 12 39 140.4 31. 2 100 720 1410 660 
10 17 38 146.4 43.5 60 330 1200 950 無
15 . 16 Il 

13309.. 2 32.8 0"，10 180 910 850 
16 -18 57 139.5 36.1 90 130 430 120 

22 04 36 
塩徳塙 島屋屋戸吉崎崎野東東 北 東沖流 |! i | 141.3 

37..0 20 160 210 300 
、22540021 川上 133.8 33.9 20 130 500 500 無

21 51 東 E方 141.9 37.0 0"，40 1080 
28 07. 59 八 d 東 142.6 4L 1 I 40 200 800 ' 610 無

緯|深名地央時震発

月

161 U057 0123 || 奄尻房千 屋美屋襲総崎大崎東県東島宇北中附方東 沖沖近部島

129.3 28.3 200 510 140o0o l 163050 0 
142.3 41. 5 80 400 14 

8 03 31 '142. 1 35.5 30 240 1 1630 0 350 
9 16・12 140.2 35.5 40"，50 230 

58 60 
200 

8 21 15 塩 141. 6 37.2 40 170 250 金珪
、

11 '21 15 
徳コ 島 県陛南 銀 沖部山

134.3 33.8 10 195 750 500 
14 19 31 142.5 40.2 40 125 520 無
16 22 03 茨城 西 139.9 36.1 40"，60 130 150 

3 

月

1 08 '34 

今鹿金樺T 華葉太・市l県l亜島l養南附庭東老 灘近沖湾川

139. 7 36. 7 510 0 
140 440 130 

ラ 00. 21 14422 .0 36.0 200 610 33520 0 
5 03 56 142.0 37.9 70 345 1150 
7 07 55 142.4 .46.6 320 600 1150 
14 01 28 140. 1 35.4 60 110 480 ‘200 

17 04 54 

栃烏鹿愛剖l島児木知路西島小美佐北約作貝多西 沖川川岬近

138.0 
無

31. 2 470 1350 1490 600 
21 04 47 140. 1 

3360..4 8 
55 110 160 坐正

26 03 30 130. 7 130 320 1060 92320 0 
26 19 57 137.1 34. 9 20 120 310 釦E

30 22 56 144.2 43.0 60 120 890 950 // 

4 

無
H
H

5 ・月

小名浜南東沖
北海道雨竜川
金 華山北東沖
襟 裳岬甫方沖
八丈島遥か南西沖

15 13 
20・ 53
07 -24 
00 11 
10 04 

1
4
0
5
9
 

噌

i
n
L
n
L

月

66 0141 5483 1ll1 屋金八 久華島戸 島山 南南方東東 沖沖沖沖沖1 

131. 7 I 29.8 90 400 1950 930 
142.0 37.8 60 300 675 350 

6 19， 09 1，東 143.0 3 40.9 60 160 700 600 鉦

7 07 10 福 県陸東方 141. 37.3 45 270 750 270 
10 02 42 1-三 143.4 39.1 O 150 850 520 鉦

18 05 55 

宮鹿 古 北島 東 沖雌沖沖f中

142.5 40. 1 0"，10 210 850 520 
18 06 58 141. 1 36.2 40 180 460 250 
21 01 49 

宮割金i葉古 山北路南東方
142.4 40. 1 40 110 600 520 無

22 17 00 38.1 60 180 380 310 // 

22 . 21 56 144.5 42.3 40 150 400 750 グ

ーーーーー」ニ
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松代に於て記象される地震と記象されない地震との比較一一関
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発震時

ア月

9 10 31 
/ 

烏千茨八福 丈島域島島県東西南葉東南方方方西 沖市沖沖沖

139.3 33.0 180 410 1300 500 
12 03 23 139.9 28.3 460 1205 1840 900 
14 . 22 18 141. 8 37.6 70 240 700 320 
16 10 25 140. 1 .35.6 75 135 300 190 
24 23 00 141.2 136.3 ， 50 190 790 250 

1 

2602 13 

十屋三京金 久都華勝府川山島陸東河保南 津東南口ー 川東沖沖沖

143. 7 42.5 。 380 1100 800 
26 05 34 13t 9 29.8 60 365 1260 980 
26 19 00 143. 40.9 40 325 1430 630 
27 03 40 I 135.7 3;5.1 0"，，10' 3 130 500 4A3070 0 29 08 05 143.5 37.5 0"-' 10 20 1440、

金正

担

8 月

2 18' 51 新潟保倉..)沖j沖海ゆ11 1 138:51 '37.1 1 o~io 1 150 1 700 1. 80 
7 21 02 浦河南々.西 142. 4 I 41. 5 I 0 I .300 I 840 I 650 
1 08 01 オホ'yグ 143.5 45.7 320 800 1894 10 1200 
3 15' 31 浦河西方 i 42. 2 I 42. 2 I 50 I 200 I 790 I 700 無
4 21 13 三陸 144. 7 I 39. 1 I 80 I 480 I 800 I 650 I グ

18 21 55 系自 葉沙島島県布得県八撫岬東日南南 〈々、東 146.0 43.0 45 140 211620830 00 、 1000 グ
24 23 22 千 東 場沖沖 150. 8 I 45. 5 I 200 l' 1030 
2508 0 福 141.6 I 37. 3 I 50 I 290 I HOO I 2 
3105 48 ，~I| 千 方市 140.63357..7 I 0 I 160 I '570'1 29200 ，無

9 月

3 11 59 

栃八茨和 歌域戸木山北久千宣東慈丈 沖川

142，3 40， 7 50 190 890 580 金正
3 15 25 140.4 36.8 80 120 410 180 
4 08 19 139.6 36.6 10 105 430 

31280 0 8 20 46 
福島県東方久沖山

135.6 33.9 30 160 470 無
12 06 25 142.0 37.8 50 170 380 340 // 

16 07 24 水 戸 附 近 140.5 36.5 80 150. 650 190 
22 05 54 

志 重摩 南附県半南東沖近部沖島 137.2 
344 .O 340 395 1020 300 

23 19 19 三 県 136.，2 ， 34.3 40 21650 0 440 300 
25 12 48 141. 3 3268..6 0 40 350、 260 
29 04 18 金茨 華松城山 141; 9 45 185 580 350 伍

30 07 09 高 134.1 3.4.3 0"，，10 155 450 450 // 

10 月

1 02 .08 
茨銚 域子南附西 部近 139.9 36.2 30 260 940 140 

3-06 02 140.9' 35.8 40 U 180 560 240 
4 15 12 色丹北方沖 147.0 44. 1 170 690 1200 無
5 10 20 明 石 附 近 135.0 34. 7 20 120 460 360 // 
9 05 55 // グ // // 100 310 360 // 

r 

9 12 27 
霞 ヶ浦 北 沖部部沖

140.3 36.2 60 190 670 180 
1519 53 

茨、城 南東南西方方
140. 1 36. 1 45 115 280 170 鉦

16 06 02 
室戸岬崎 134.3 32.8 40"，，50 360 1250 520 

18 17 25 尻屋 142. 1 41. 4 40 730 1600 620 
19 23 51 // 142.3 41. 3 40 625 1300 620 I 
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時震験

域県沖
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発

TheEarthquakes registered by Seismograph at Matsushiro 

A. SEKI (Mαtsushiro Seismologicαl Obse1'vαtory) 

The comp:lrisons are made between the earthquakes registered andnot registered.by Wiechert's 

seismograph at Ma:tsushiro; the earthquakes are ‘c1assified with respect to radius of sensibility 

circ1e 円。radiusof registration-circ1e by Wiechert's seismograph R， district ofthe epicentr叫

region and focal depth etc. The retults-are show... in the fig訂正s.

k 
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